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三
鷹
市
西
部
地
区
住
民
協
議
会
 

副
会
長
　
石
川
英
浩
 

「
ス
ポ
ー
ツ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

　
私
は
、
２
０
０
７
年
に
日
本
体
育
協

会
（
現
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
「
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
の
資
格

を
取
得
し
、
そ
の
更
新
研
修
会
に
先
日

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
ス

ポ
ー
ツ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
（
ス
ポ
ハ

ラ
）
。
ス
ポ
ー
ツ
現
場
に
お
い
て
暴
力

や
暴
言
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
差
別
な
ど

「
安
全
・
安
心
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
を
害
す
る
よ
う
な
行
為
」
は
ス
ポ

ハ
ラ
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
私
は
小
学
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め

て
高
校
生
の
時
に
は
東
京
都
で
ベ
ス
ト

４
に
な
っ
た
強
豪
校
に
い
ま
し
た
。
練

習
環
境
は
ス
ポ
ハ
ラ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

で
し
た
が
（
笑
）
、
高
校
卒
業
か
ら
50

年
近
く
が
経
ち
ス
ポ
ー
ツ
界
も
大
き
く

変
革
し
て
い
ま
す
。
 

　
ス
ポ
ハ
ラ
を
容
認
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
公
認
指
導
者

は
研
修
会
等
に
て
勉
強
し
て
い
る
た
め
、

ス
ポ
ハ
ラ
根
絶
の
意
識
が
高
く
あ
り
ま

す
。
近
年
は
教
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、

ま
た
そ
の
近
く
に
い
る
保
護
者
の
側
か
ら

の
ス
ポ
ハ
ラ
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ

る
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
指
導

者
だ
け
が
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
お
子
さ
ん

（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
の
身
近
に
い
る
保
護
者

の
方
も
一
緒
に
学
び
、
ス
ポ
ハ
ラ
を
無
く

す
取
り
組
み
が
重
要
か
つ
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
 

　
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
目
的
は
楽
し
む
こ

と
で
す
。
保
護
者
の
方
々
が
本
当
に
自

分
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
く
プ
レ
ー
し

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
で
い
れ
ば
、
ス

ポ
ハ
ラ
も
無
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
　
研
修
会
の
最
後
に
講
師
の

先
生
が
「
今
年
は
ス
ポ
ハ
ラ
の
保
護
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
」

の
言
葉
に
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
る
自

分
が
い
ま
し
た
。
 

３
月
の
休
館
日
　
 

　
５
日
㈫
　
17
時
閉
館
 

　
６
日
㈬
〜
11
日
㈪
　
 

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
の
た
め
 

　
14
日
㈭
・
20
日
㈬
  春
分
の
日
 

　
21
日
㈭
・
28
日
㈭
 

　
　
　
　
 

 

地
域
の
文
化
を 

持
ち
寄
り
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

開
館
時
間
  平
日
 10
時
〜
21
時
 

              日
曜
 10
時
〜
17
時

節電にご協力ください。

　
西
部
地
区
住
民
協
議
会
の
広
報
紙
 

〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
し
み
た
か
〞
は
、

井
口
、
深
大
寺
、
野
崎
（
但
し
一
丁

目
は
除
く
）
の
各
地
域
に
無
料
で
全

戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

〝コミュニティセンターは 　　 
　文化の風の通り道、 
知恵や友情の湧くところ〟　

第４５回コミュニティまつり 
ご参加お待ちしています！ 

３月９日㈯10:00～15:00／３月10日㈰10:00～14:30 
作品展示（保育園・幼稚園・小中学校の皆さんのものもあります） 

応急救護体験（AEDの体験など）･健康づくりコーナー（体脂肪測定など） 

交通安全 PR（パトカーがやってくる！）･本のリサイクルコーナー 

模擬店色 （々毎年人気のお店がいっぱい）詳しくはホームページをご覧ください 

　　9日(土)     
車いす講習／起震車／落書き広場 10:30～ 

バナナの叩き売り 10:30～11:00 

あめ細工体験 10:00～13:00／映画会 10：30～ 

演芸大会 11:00～／お茶席 10:30～13:30（100円） 

バルーンアート 13：00～14：30

　　10日(日)　 
フリーマーケット 10:00～雨天中止 

ステージ発表会 10:15～ 

お話会 10:30/11:30/13:00 

むかしあそび 10:30～ 

手作りコーナー(プラバン）11:00～13:30 

10
日
㈰
は
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド

交
通
を
臨
時
運
行
し
ま
す

【
寄
稿
】
 

　
能
登
半
島
地
震
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
通
し
て
 

　
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
 

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。被
災
地
域
の
皆
様
の
安
全
と
、１
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。
 

　
今
年
の
元
旦
に
起
き
た
、
こ
の
最
大

震
度
７
の
大
き
な
地
震
発
生
時
、
私
は

三
鷹
の
自
宅
で
休
暇
中
で
し
た
。
看
護

師
と
し
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
看

護
キ
ャ
ン
ナ
ス
（
以
下
：
キ
ャ
ン
ナ
ス
）

に
在
籍
し
て
お
り
、
直
後
よ
り
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
に
安
否
確
認
が
ひ
っ
き
り

な
し
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
阪
神
淡
路
大
震
災
・
東
日
本
大
震
災

の
時
は
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
た
た

め
、
現
地
へ
行
き
支
援
し
た
い
と
思
い

つ
つ
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
、退
職
を
決
め
て
い
た
の
で
、退
職
届

が
受
理
さ
れ
た
ら
現
地
に
支
援
に
入
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
石
川
県
輪
島
で
キ
ャ
ン
ナ
ス
活
動
を

し
て
い
る
仲
間
が
仕
事
場
所
の
福
祉
事

務
所
を
福
祉
避
難
所
に
切
り
替
え
て
、

多
く
の
被
災
し
た
住
民
を
受
け
入
れ
て

い
る
、
そ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
キ
ャ
ン
ナ
ス
で
知
り
、
１
月
20
日
か

ら
27
日
ま
で
看
護
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
現
地
に
赴
き
ま
し
た
。
 

　
福
祉
避
難
所
と
は
、高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
大
規
模
避
難
所
で
は
滞

在
困
難
な
方
を
受
け
入
れ
る
避
難
所
の

事
で
、
私
が
行
っ
た
20
日
に
は
約
40
名
 

の
避
難
者
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
仲
間
の

看
護
師
が

中
心
と
な

り
、医
師
・

看
護
師
・

介
護
や
他

職
種
そ
れ

ぞ
れ
の
団

体
が
協
働

で
支
援
に

入
っ
て
い

ま
し
た
。

大
広
間
の

部
屋
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
所
狭
し
と

並
べ
ら
れ
、
隙
間
で
和
布
団
で
休
ま
れ

る
方
や
、
ソ
フ
ァ
ー
を
ベ
ッ
ド
と
し
て

使
っ
て
い
る
方
も
居
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
福
祉
避
難
所
で
は
、「
こ
こ
は
施

設
で
も
病
棟
で
も
な
く
生
活
の
場
で
あ

る
」
と
い
う
事
を
大
事
に
し
て
お
り
、
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
最
初
に
徹
底
事
項

と
し
て
告
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
現
地
入
り
初
日
に
わ
た
し
が
感
じ
た

の
は
感
染
症
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
事
で
す
。
住
人
の
多
く

が
咳
込
ん
で
い
ま
し
た
。
仲
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
、

決
ま
り
事
と
し
て
の
検
温
で
は
な
く
、

生
活
に
割
り
込
ま
な
い
形
で
身
体
の
状

況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
複
数
の
方
が
 

発
熱
し
て
お
り
、
医
師
の
了
承
を
得
て

ウ
ィ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
と
こ
ろ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
陽
性
者
が
数
名
い
る
事
が
わ
か

り
、
数
少
な
い
個
室
を
隔
離
部
屋
と
し

て
運
用
し
ま
し
た
。
水
が
出
な
い
た
め
、

衛
生
管
理
が
充
分
で
は
な
く
普
段
か
ら

当
た
り
前
の
様
に
伝
え
て
い
る
う
が
い

と
手
洗
い
が
出
来
な
い
中
で
の
感
染
予

防
対
策
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
の
大
事
な
事
は
感
染
症
の
恐

怖
を
住
人
に
感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
で

す
。
私
た
ち
は
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
、
 

一
緒
に
生
活
す
る
雰
囲
気
を
作
る
努
力

を
し
て
支
援
し
ま
し
た
。
 

　
今
は
現
地
に
は
い
ま
せ
ん
が
、
私
の

出
来
る
支
援
を
続
け
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
も
な
お
、
避
難
さ
れ
て
い
 

る
方
々
、
支
援
に
入
ら
れ
て
い
る
方
は
、

本
当
に
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
必
要

な
支
援
に
つ
い
て
は
ぜ
ひ
声
を
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
三
鷹

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
を
利
用
し
ま
し
た
。
ご
助
言
・
ご

指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
　
 

　
三
鷹
市
在
住
　
田
中
こ
ず
え
 

※
田
中
こ
ず
え
さ
ん
は
、
コ
ミ
セ
ン
事
 

　
務
局
の
田
中
さ
ん
の
奥
様
で
す
。
貴
 

　
重
な
体
験
の
お
話
で
し
た
の
で
、
今
 

　
回
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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２
月
14
日
、
役
員
会
・
運
営
委
員
会
 

が
開
か
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
 

　
令
和
６
年
１
月
の
C.C
利
用
者
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
，
４
８
６
人
　
 

　
冒
頭
に
三
鷹
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生

課
よ
り
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
基
本
方

針
の
策
定
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
サ
ロ
ン

機
能
や
相
談
機
能
の
強
化
、
利
便
性
向

上
の
た
め
各
コ
ミ
セ
ン
の
利
用
方
法
の

平
準
化
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

報
告
事
項
 

藺
３
月
15
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
 

　
を
開
催
し
戸
田
市
笹
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
 

　
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
視
察
す
る
。
参
加
 

　
希
望
委
員
は
３
月
４
日
ま
で
に
事
務
 

　
局
に
申
し
込
み
を
。
 

藺
２
月
21
日
に
二
中
児
童
生
徒
健
全
育
 

　
成
連
絡
協
議
会
を
開
催
。
 

藺
２
月
25
日
に
「
井
口
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
 

　
備
プ
ラ
ン
」
に
関
す
る
オ
ー
プ
ン
ハ
 

　
ウ
ス
を
会
議
室
に
て
開
催
す
る
。
 

部
会
報
告
 

　
総
務
部
会
―
―
２
月
５
日
部
会
。
コ
 

　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
の
決
定
、
総
 

　
　
会
議
案
を
承
認
し
役
員
会
に
上
程
。 

　
厚
生
部
会
―
―
２
月
14
日
部
会
。
２
 

　
　
月
の
栄
養
料
理
教
室
、
３
月
の
花
 

　
　
壇
整
備
の
予
定
を
確
認
。
 

　
体
育
部
会
―
―
２
月
９
日
部
会
。
市
 

　
　
民
駅
伝
の
応
援
担
当
を
決
定
、
次
 

　
　
年
度
の
年
間
行
事
予
定
を
検
討
。
 

　
広
報
部
会
―
―
２
月
10
日
部
会
。
 

　
　
３
月
号
の
紙
面
割
を
検
討
し
た
。
 

　
文
化
部
会
―
―
２
月
３
日
部
会
。
コ
 

　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
の
内
容
や
役
 

　
　
割
分
担
等
を
協
議
し
た
。
 

　
防
災
部
会
―
―
２
月
６
日
部
会
。
３
 

　
月
１
日
か
ら
の
火
災
予
防
週
間
に
つ
 

　
い
て
検
討
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
 

　
の
出
展
の
内
容
を
協
議
し
た
。
 

町
会
だ
よ
り
 

　
各
町
会
と
も
次
年
度
の
総
会
や
役
員

改
選
、事
業
計
画
に
つ
い
て
検
討
中
。野

崎
町
会
は
２
月
17
日
に
町
会
の
防
災
訓

練
を
実
施
、
深
大
寺
町
会
の
盆
踊
り
は

７
月
26
日
・
27
日
に
決
定
。
 

住
協
派
遣
委
員
報
告
 

藺
市
民
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
頑
張
る
 

　
地
域
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で
 

　
井
口
協
和
会
が
報
告
を
行
っ
た
。
 

藺
緑
化
推
進
委
員
…
次
年
度
６
月
８
日
 

　
に
花
の
ま
ち
交
流
会
、
10
月
５
日
に
 

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
開
催
を
決
 

　
定
し
た
。
 

協
議
事
項
 

①
３
月
定
期
総
会
に
つ
い
て
 

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
予
算
概
要
 

　
を
確
認
、
総
会
の
役
割
分
担
を
決
定
。 

②
自
主
グ
ル
ー
プ
登
録
更
新
に
つ
い
て
 

　
令
和
６
・
７
年
度
の
自
主
グ
ル
ー
プ
 

　
登
録
に
つ
い
て
、
事
務
局
に
て
申
請
 

　
書
を
配
布
す
る
。
申
請
は
３
月
末
ま
 

　
で
。
 

③
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
部
会
員
に
 

　
つ
い
て
 

　
荻
野
会
長
を
推
薦
す
る
。
 

　
以
上
承
認
さ
れ
た
。
 

　
役
員
会
終
了
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま

つ
り
実
行
委
員
会
を
開
催
。
予
算
案
を

協
議
し
、催
し
や
模
擬
店
等
の
内
容
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
部
会
ご
と
の
内
容
・
役

割
分
担
を
確
認
し
た
。
 

　
次
回
の
役
員
会
は
３
月
13
日
㈬
18
時

30
分
か
ら
で
す
。

コミュニティにしみたか2024年  令和6年3月1日 　　第 535 号　⑵

東京都指定給水装置工事事業者4751号 
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コ
ミ
セ
ン
だ
よ
り

 ○
２
月
28
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
三
鷹
 

　
市
公
会
堂
さ
ん
さ
ん
館
Ｋ
│
２
会
議
 

　
室
に
お
い
て
事
務
局
長
連
絡
会
が
開
 

　
催
さ
れ
、
庁
内
各
課
か
ら
の
依
頼
事
 

　
項
及
び
行
政
報
告
・
事
務
連
絡
の
あ
 

　
と
各
住
協
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
調
 

　
整
／
整
備
等
（
各
住
協
の
HP
リ
ニ
ュ
 

　
ー
ア
ル
）
及
び
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
に
 

　
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
 

住
協
ニ
ュ
ー
ス

　
 
　
３
月
10
日
㈰
は
午
前
９
時
か
ら
西
部
地
 

区
住
民
協
議
会
・
３
月
期
定
期
総
会
が
開

か
れ
ま
す
。こ
の
総
会
は
令
和
６
年
度
の
活

動
方
針
と
予
算
を
審
議
し
ま
す
。議
案
と
予

算
案
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
要

望
の
あ
る
方
は
８
日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

第
１
号
議
案
書
　
 

令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
 

　
三
鷹
市
西
部
地
区
住
民
協
議
会
が
昭
和

53
年
11
月
に
発
足
し
て
46
年
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
て
45
年
を
迎
え

ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
と
連
携
」
を
大
切
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
多

く
の
皆
さ
ん
が
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、防

災
、
地
域
福
祉
、
環
境
問
題
、
教
育
な
ど
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
も
踏
ま
え
て
幅
広
く
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
住
協
活
動
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
、
住
協
各
部

会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま

つ
り
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
会
」な
ど
住
民

同
士
の
絆
を
深
め
る
た
め
の
全
体
事
業
の

他
、
様
々
な
部
会
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

自
主
防
災
組
織
等
と
連
携
し
て
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
創
生
と
時
代
に
即
し
た

共
助
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
在
り
方
や
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
、意
見
・
情
報
交
換
の
機
会
を
設
け
実

行
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、「
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
使
い

や
す
い
セ
ン
タ
ー
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

①
総
務
部
会
 

　
住
民
協
議
会
運
営
の
基
本
方
針
等
に
つ

い
て
、各
部
会
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら

検
討
し
、役
員
会
・
運
営
委
員
会
に
提
案
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
委
員
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
知
識
や
教
養
を
高
め
る
た
め「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
研
究
会
」
や
「
雑
学
大
学
」
を
開
催

す
る
と
と
も
に
関
係
団
体
等
と
の
連
携
事

業
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
未
来
の
地
域

活
動
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
健
康

の
た
め
、「
二
中
地
区
児
童
生
徒
健
全
育
成

連
絡
協
議
会
」
を
開
催
し
、
地
域
が
で
き
る

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な

意
見
交
換
を
行
い
、ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
推
進
に
向
け
て
地
域
と
学
校
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
 

②
厚
生
部
会
 

　「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
最
先
端
に
立

ち
、
自
然
研
修
会
・
施
設
見
学
会
・
井
口
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
会
・
お
食
事
会
・
演
芸
会
等

を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
親
睦
融
和
に
努
め

ま
す
。
地
元
農
家
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
協
力
に
よ
る
野
菜
即
売
、
包
丁
研
ぎ
を

行
い
ま
す
。
ま
た
花
い
っ
ぱ
い
緑
化
推
進
運

動
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ゴ
ミ
減
量
な
ど
環

境
問
題
に
と
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
栄
養
料

理
教
室
、
み
た
か
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
人
生
百
年
時
代
に
そ
な
え
、
健
康
増
進

活
動
を
市
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。
 

③
体
育
部
会
 

　
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、基
礎
体
力
を
作
り
友
愛
を

深
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
に
努
め
ま
す
。ま

た
、
夏
季
の
プ
ー
ル
開
場
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
実
施
し
て
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
明
る
く
元
気
で
ス
ポ
ー
ツ
が
行
え
る

環
境
を
作
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
に
し
み
た
か

学
園
第
二
小
学
校
・
井
口
小
学
校
の
校
庭

開
放
に
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
地

域
住
民
の
連
携
や
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い

き
ま
す
。
 

④
広
報
部
会
 

　
住
民
協
議
会
各
部
会
の
活
動
や
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
を
案
内

す
る
と
と
も
に
、地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
社

会
の
話
題
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。子
ど
も

は
地
域
で
育
て
る
と
の
視
点
か
ら
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
月

紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
、
西
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
警
察
、消
防
な
ど
関
係
各
所

と
協
力
し
て
、地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め

の
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。住
区
の
皆

さ
ん
か
ら
の
投
稿
も
募
り
、「
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
紙
」と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

し
み
た
か
を
製
作
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
イ
ベ

ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
お
知

ら
せ
な
ど
を
告
知
し
、
な
る
べ
く
多
く
の
人

に
情
報
が
届
く
工
夫
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

⑤
文
化
部
会
 

　
地
域
文
化
の
発
展
と
向
上
の
た
め
に

様
々
な
事
業
を
計
画
し
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
幼
児
、
児
童
に
対
す
る
事
業
と
し
て
親

と
子
の
「
お
話
し
会
」
等
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、地
域
住
民
の
方
た
ち
の
た
め
に
各
種

講
演
会
や
講
習
会
を
開
催
し
、地
域
文
化
の

創
造
と
生
涯
学
習
の
発
展
の
た
め
の
自
主

グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

各
種
機
関
と
協
働
し
て
児
童
及
び
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
地
域
で
支
え
、創
造
と
感

受
性
豊
か
な
「
顔
の
見
え
る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。施
設
の
充
実
を
図

る
た
め
図
書
室
の
整
備
を
行
い
、蔵
書
の
拡

充
と
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

⑥
防
災
部
会
 

　「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

の
旗
を
掲
げ
て
、災
害
時
に
は
速
や
か
に
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
最
初

に
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」（
自
助
）

次
に
「
地
域
を
み
ん
な
で
守
る
」（
共
助
）

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
年
度
は
総

合
防
災
訓
練
の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
の
実

施
や
、実
践
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
会
へ
の
参

加
、幅
広
く
知
識
の
習
得
と
技
術
の
向
上
を

目
指
す
講
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、資
機
材
の
充
実
及
び
啓
発
活
動
を
進
め

な
が
ら
、他
団
体
と
の
連
携
も
深
め
更
な
る

共
助
の
体
制
強
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

第 2号議案　 
令和 6年度　 
三鷹市西部地区住民協議会予算（案）

10
日
は
３
月
期
定
期
総
会

収　入 
1　市支出金 
2　事業収益金 
3　寄付金 
4　繰越金 
5　活動基金繰入金 
6　諸収入 

合　　計 

支　出 
1　指定管理料 
2　施設運営費 
3　活動費 
4　地域情報化推進事業 
5　活動基金積立金 
6　NPO法人会員年会費 
7　予備費 

合　　計 

 
89,910,000 
151,000 
1,000 

3,295,000 
200,000 
1,350,000 
94,907,000 

 

44,444,000 
39,703,000 
9,620,000 
508,000 
500,000 
32,000 
100,000 

94,907,000
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≪適正に設置しましょう！≫ 
　３月１日から７日までは、春の火災予
防運動です。住宅用火災警報器は火災予
防条例により、居間やリビング、子ども 
部屋、寝室など全ての居室と階段、台所 
の天井または壁への設置が義務付けられ
ています。 
※共同住宅等で自動火災報知設備が設置
されている建物は住宅用火災警報器の設
置義務はありません。 
≪定期的な点検を≫ 
　設置した住宅用火災警報器は定期的に
点検をしましょう。点検は、本体のボタ 
ンを押すか、付属のひもを引いて行いま
す。正常な場合は、正常であることを知 
らせる音声や警報音が鳴ります。一般的
に、点検の際の警報音等は自動で止まり
ます。 
 
 
 

≪本体交換は「設置から10年」が目安です≫ 
　古くなると電子部品の劣化や電池切れ
などにより火災を感知しなくなるおそれ
があります。設置から 10 年を目安に本体
の交換をしましょう。 

　 　各地で火災による使者が増えています。 
　火事から命を守るのは、火事を起こさな
いことです。火災予防を徹底しましょう。 

⑶　第 535 号 2024年  令和6年3月1日コミュニティにしみたか

 〇
自
転
車
利
用
中
の
交
通
死
亡
事
故
が
 

　
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
都
内
で
は
、令
和
５
年
中
、自
転
車
利

用
中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
方
が

32
名
い
ま
し
た
。
年
代
別
で
み
て
み
る

と
、
70
歳
代
の
方
が
一
番
多
く
全
体
の

約
34
％
、
次
に
50
歳
代
の
方
が
約
19
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、死
亡
事
故
の

内
、
自
転
車
利
用
者
側
の
約
78
％
に
法

令
違
反
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、自
転

車
の
死
亡
事
故
の
致
命
傷
と
な
っ
た
ケ

ガ
の
損
傷
部
位
別
で
み
て
み
る
と
、「
頭

部
」が
約
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た
ら
、
助
か
っ

た
命
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
大
切
さ
を
知
る
の
が
、
交
通
事
故
の

後
で
は
遅
過
ぎ
る
の
で
す
。
 

〇
自
転
車
に
乗
る
時
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
 

　
ト
 

　
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な

い
、
大
き
な
ケ
ガ
を
し
な
い
た
め
に
特

に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
 

①
自
転
車
は
車
道
の
左
側
通
行
が
原
則
 

　
で
す
。（
歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合
 

　
は
、
歩
行
者
の
妨
げ
に
な
っ
て
は
い
 

　
け
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
走
り
ま
し
ょ
 

　
う
）
 

②
一
時
停
止
の
あ
る
所
で
は
、
自
転
車
 

　
も
止
ま
ら
な
け
れ
ば
」
な
り
ま
せ
ん
。

③
交
差
点
以
外
の
信
号
で
も
、
赤
信
号
 

　
で
は
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

④
雨
の
日
の
傘
さ
し
運
転
は
ダ
メ
で
す
。 

⑤
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
 

　
は
ダ
メ
で
す
。
 

⑥
夜
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

⑦
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
自
転
車
は
手
軽
な
乗
り
物
で
す
が
、

車
や
バ
イ
ク
と
同
じ
よ
う
に
交
通
ル
ー

ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

  ※
２
月
号
の
文
中
に
て
「
三
鷹
市
内
で
 

　
３
名
の
小
学
生
」
と
記
載
し
ま
し
た
 

　
が
、「
東
京
都
内
」の
間
違
い
で
し
た
。 

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
広
場
 

【
介
護
者
家
族
会
の
ご
案
内
】
 

　「
知
り
た
い
！
聞
き
た
い
！
 

　
　
在
宅
介
護
や
入
所
施
設
の
こ
と
」
 

　
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
や
き
苑

で
、介
護
者
家
族
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。 

　
内
容
は
、
次
の
①
〜
③
で
す
。
 

①
認
知
症
の
奥
さ
ま
を
介
護
さ
れ
て
い
 

　
る
、
木
部
さ
ん
（
三
鷹
市
在
住
）
に
よ
 

　
る
介
護
経
験
談
 

②
お
泊
り
付
き
デ
イ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
 

　
ム（
認
知
症
の
方
の
入
所
施
設
）の
職
 

　
員
さ
ん
に
よ
る
施
設
紹
介
 

③
交
流
会
（
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
 

　
会
）
 

　
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
や
、
他
の
介
護
者
は
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

の
か
な
ど
、
交
流
会
を
通
し
て
気
軽
に

意
見
交
換
が
で
き
る
会
で
す
。
自
宅
で

介
護
を
し
て
い
る
方
、
認
知
症
に
関
し

て
話
を
聞
い
て
み
た
い
方
な
ど
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

日
　
時
　
３
月
23
日
（
土
）
13
時
半
〜
 

　
　
　
　
15
時
半
 

参
加
費
　
無
料
 

場
　
所
　
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
け
や
き
苑
 

　
　
　
　
三
鷹
市
深
大
寺
２
│
29
│
13
 

申
　
込
　
西
部
包
括
へ
お
電
話
く
だ
さ
 

　
　
　
　
い
。
０
４
２
２
・
34
・
６
５
３
６
 

交
通
だ
よ
り

三鷹市内交通人身事故発生状況
死傷者数（人） 死傷者数（件）

死　亡

0 0 13 13 5 7

０

０

０

０

０

0

1

1

0

1

0

0

1

0

0

1

1

0

重　傷 軽　傷 総件数 高齢者 自転車地区
市　内

井　口

深大寺

野　崎

（令和 6年 1月 1日～1月 31日三鷹警察署資料より手集計）

大沢出張所管内 
　　令和 6年 1月 14 日～2月 12 日 
　　火災件数　　　　　　　１件 
　　救急出場件数　　　２５６件 

 ファイヤーニュース

 鳴りますか？ 
　 住宅用火災警報器 

 
 
 
 
 

サッシ・ガラス・アミ戸 

リフォームの御相談、お気軽に 
  　一級技能士の店 
　　　　　　　 

 多摩ガラス工芸 
　都知事許可（般ー49）第22027号 

薀0422-31-1287 
   FAX. 31-1230  
   三鷹市深大寺2-30-34 

 販売・修理

美術・骨董品買取 
絵画・掛軸・茶道具・古書 

きもの・陶器 

見積・査定・出張無料 

一 点 鐘  
三鷹市野崎3-8-16 
0120-888-460

生徒募集  
　そろばんを習うと 

　暗算の力がつき計算に強くなり 

　　　　　算数が好きになります 
新入生は毎月始め 
小学校１年生より 

☎0422-31-5036 
指定教場　東光珠算塾 
三鷹市深大寺2-5-5（東野住宅内）

　あなたの近くにいる 
私たちだからできる 

　　　　　身近なサービス 

家電・補聴器・電気工事・水道工事　 
ガス給湯器・リフォーム 
☎（0422）30-9993 
FAX  0422-30-9994 

三鷹市野崎2-1-16（三鷹上連雀郵便前） 

㈱高坂デンキ商会

▽
ま
ち
か
ど
掲
示
板
 

藺
３
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
野
崎
 

　
公
会
堂
は
、
１
階
の
ト
イ
レ
等
の
 

　
改
修
工
事
の
た
め
、
休
館
い
た
し
 

　
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
 

　
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
 

　
い
た
し
ま
す
。
 

西
の
森
俳
句
 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
治
子
 

巣
立
鳥
空
を
無
尽
に
飛
び
立
ち
ぬ
 

鶯
の
初
音
軽
や
か
聴
こ
え
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
矢
　
惠
啓
 

対
岸
と
手
話
の
語
ら
ひ
春
の
川
 

憂
き
こ
と
は
し
ば
し
忘
れ
て
野
に
 

遊
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
　
清
子
 

学
童
の
声
高
ら
か
に
春
の
朝
 

蒿
餅
の
色
さ
わ
や
か
な
雛
の
宴
 

　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
義
一
 

緑
映
え
木
の
芽
田
楽
母
の
味
 

蓮
如
忌
や
稚
児
の
引
く
手
に
雨
ポ
ツ
リ

言
葉
の
履
歴
書
 

　
　「
鴨
が
葱
を
背
負
っ
て
く
 

　
る
」
は
、
鴨
肉
と
同
時
に
葱
も
 

　
手
に
入
る
こ
と
か
ら
、
ひ
ど
く
 

　
う
ま
い
話
の
た
と
え
。
相
手
が
 

　
こ
ち
ら
に
都
合
の
よ
い
も
の
 

　
ま
で
一
緒
に
持
っ
て
き
て
く

れ
た
と
き
な
ど
に
用
い
ま
す
。
葱
が
付

き
も
の
の
鴨
鍋
は
、
脂
の
の
っ
た
寒
い

時
期
が
特
に
美
味
。「
鴨
南
蛮
」
は
鴨
の

肉
と
葱
を
入
れ
て
煮
た
う
ど
ん
や
そ
ば

で
、
略
し
て
「
か
も
な
ん
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
 

　「
鴨
南
蛮
」
の
「
南
蛮
」
は
、
鶏
肉
魚

肉
に
葱
や
唐
辛
子
を
加
え
て
煮
た
「
南

蛮
煮
」の
こ
と
。肉
や
野
菜
を
油
で
い
た

め
て
煮
た
料
理
を
指
す
地
方
も
あ
り
ま

す
。「
南
蛮
」
は
古
く
中
国
で
南
方
諸
国

を
指
し
た
呼
び
名
。
わ
が
国
で
は
室
町

時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
に
ジ
ャ
ワ
、

ル
ソ
ン
な
ど
南
方
諸
島
を
経
由
し
て
渡

来
し
た
西
洋
人
や
舶
来
品
の
こ
と
で

す
。
異
風
・
珍
奇
な
も
の
に
は
「
南
蛮
」

の
名
が
付
き
ま
し
た
。も
っ
と
も「
鴨
南

蛮
」は
、肉
や
野
菜
を
ぶ
つ
切
り
の
葱
と

煮
た
薄
味
の
関
西
料
理「
難
波
煮
」か
ら

と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
語
源
に
異
論

は
あ
っ
て
も
、
味
さ
え
よ
け
れ
ば
文
句

は
出
な
い
で
し
ょ
う
。

 鴨南蛮

 

　
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
ご
紹
介
 

　
図
書
室
に
は
、
毎
月
の
新
着
雑
誌
を
 

そ
ろ
え
た
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

す
。
女
性
誌
や
男
性
誌
、
趣
味
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
雑
誌
を
取
り
そ

ろ
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
雑
誌
は
最
新
号
を
除
き
、
貸
 

出
し
い
た
し
ま
す
。
隔
月
発
売
の
雑
誌
 

は
、
購
入
日
よ
り
１
カ
月
過
ぎ
れ
ば
貸

出
し
可
能

で
す
。雑
誌

は
最
新
号

を
含
め
て

７
号
分
置

い
て
あ
り

ま
す
。

  図
書
室
だ
よ
り
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農協西野

鮨芳

天
文
台
通
り

　
　
　
　
　
　
二
中
通
り
商
店
会

老人ホーム

ご宴会承ります 
（定休・毎週水曜日）
祭日の場合は翌日 
三鷹市深大寺2-21-2

出前専用電話 31-9595
http://susiyosi.dweb.jp

江戸前

 
 
 

西野支店  TEL（31）8511

どなた様もご利用できます 
年金自動受取 
公共料金自動支払

　
 
　
縁
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
 

　
Ｃ
Ｓ
委
員
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

　
　
　
　
　
　
推
進
部
　
橋
本
　
正
洋
　
 

　
こ
ん
に
ち
は
。
Ｃ
Ｓ
委
員
を
さ
せ
て
 

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
橋
本
と
申
し
ま

す
。
今
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
部

の
中
で
バ
ト
ン
リ
レ
ー
形
式
で
原
稿
を

書
い
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
私
の

番
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
た
な
い
文

章
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
先
に
書
か
れ
た
原
稿
を
改
め
て
見
返

し
て
み
ま
す
と
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
の

経
験
や
今
の
活
動
に
つ
な
が
っ
た
経
緯

な
ど
を
含
め
て
自
分
の
こ
と
を
紹
介
し

て
い
る
の
で
、
私
も
そ
の
辺
を
触
れ
な

が
ら
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
三

鷹
市
の
井
の
頭
に
て
成
人
す
る
ま
で
住

ん
で
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
頃
は
帰
っ

た
ら
約
束
し
て
い
た
友
人
の
家
に
行
っ

て
周
辺
の
公
園
や
広
場
で
遊
ん
で
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
と
は
違
い
気

軽
に
ボ
ー
ル
遊
び
も
で
き
ま
し
た
し
、

野
球
を
し
て
遊
ぶ
な
ん
て
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
で
し
た
。
吉
祥
寺
も
庭
の
よ
う

に
行
く
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
今
の
キ
ラ
リ
ナ
の
場
所
に
は
ビ

ル
ご
と
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
ド

ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
３
の
発
売
日
に
は
今

は
な
き
キ
ム
ラ
ヤ
に
友
人
と
徹
夜
で
並

ん
で
、
夜
中
に
は
あ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街

を
鬼
ご
っ
こ
し
て
遊
ん
だ
記
憶
が
蘇
っ

て
き
ま
す
。
当
時
「
う
ち
の
子
に
か
ぎ

っ
て
…
」
と
い
う
ド
ラ
マ
の
撮
影
が
井

の
頭
公
園
で
も
行
わ
れ
て
い
て
田
村
正

和
を
見
た
り
…
と
に
か
く
も
の
す
ご
く

遊
ん
だ
し
、
時
折
あ
っ
た
非
日
常
な
体

験
が
ワ
ク
ワ
ク
や
ド
キ
ド
キ
の
経
験
と

し
て
大
き
く
残
っ
て
い
ま
す
。
 

　
時
は
過
ぎ
て
結
婚
も
し
て
少
し
経
っ

て
野
崎
に
越
し
て
き
て
、
上
の
２
人
は

二
小
か
ら
二
中
を
卒
業
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
井
口
小
学
区
に
居
を
移
し

て
、
３
人
目
が
井
口
小
へ
と
進
学
、
そ

し
て
二
中
へ
と
い
う
形
で
に
し
み
た
か

学
園
と
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
初
は
お
や
じ
の
会
へ
の
参
加
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
幼
稚
園
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

お
手
伝
い
、
そ
ん
な
活
動
を
続
け
て
い

く
と
ど
ん
ど
ん
縁
が
広
が
っ
て
い
く
の

で
す
よ
ね
。
三
鷹
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

だ
っ
し
ゅ
村
と
い
う
事
業
に
も
参
加
し

て
、
他
の
小
学
校
の
お
や
じ
の
会
の
OB

仲
間
も
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
CS
委
員

会
に
も
関
わ
っ
て
、
周
り
の
刺
激
を
受

け
な
が
ら
、
こ
ん
な
に
も
子
供
た
ち
の

た
め
に
熱
く
な
れ
る
人
た
ち
が
い
る
地

域
に
環
境
に
感
謝
を
覚
え
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
縁
を
大
事
に
し
て
、

先
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
続
け
て
い
け

る
活
動
に
す
る
た
め
に
、
自
分
が
可
能

な
限
り
の
範
囲
で
つ
な
が
り
を
大
事
に

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
 

　
  ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

3 月の企画は「防災に関するお話」（Mitaka みんなの防災さん）です。 
市民／事前申込は不要／先着 40名／参加費無料／飲み物持参／詳しくはケアネット・にしみたか事務局地域
ケア推進室（0422-29-9235）まで／2階会議室／地域ケアネットワーク・にしみたか

25日㈪ 
13:30～14:30

よってらっしゃい 
に し み た か 

令和 5年度「地球をぐるっとウォーキング」お子さんからご年配の方まで。当日はラジオ体操を行ってから
出発！地域の公園や神社をゆっくり巡ります。市民／3月 15日㈮まで／先着 30名／参加費無料／飲み物持
参・歩きやすい服装と靴／詳しくはケアネット・にしみたか事務局地域ケア推進室（0422-29-9235）まで／
地域ケアネットワーク・にしみたか

24日㈰ 
9:00～11:00

地球をぐるっと 
ウ ォ ー キ ン グ 

ご自身や家族の介護、子育て、生活費、ひきこもりのことなど、年齢や対象を問わず、生活の中での困りごと
について相談をお伺いします。／西部地区にお住まいの方／事前申込は不要、直接会場へ／相談が重なった場
合は時間をずらして再度お越しいただく場合があります。／1階クラブ室／三鷹市社会福祉協議会

12日㈫ 
10:00～11:30

地 域 福 祉 
コーディネーター
相 談 サ ロ ン 

3 月の企画は「春の折り紙　作田さんが楽しい折り紙を教えてくれます。みんなですてきな作品を折ってみよ
う！」です。対象：小学生以下／参加費無料／お申し込みは西多世代交流センター（☎ 0422-31-6039)／ 
2 階会議室／地域ケアネットワーク・にしみたかと西多世代交流センターの共催

17日㈰ 
10:30～11:30

井口こどものつどい
大人も子どもも★みんなで遊ぼう！

行事名 日　時 内容・対象・募集人員・費用・申込方法など

 今月の行事ご案内　
井口コミュニティ・センターへどうぞ  TEL 32-7141　　3月13日㈬  役員会18：30～ 

※費用の必要なお申込みは、平日18：30、日曜日16：45迄に窓口までお越しください。 
※行事で撮影した写真は広報にしみたかや井口コミュニティ・センターHPに掲載する場合があります。 

家族葬専門葬儀社 

のもと祭典 
家族葬はおまかせください 
☎ 0422-57-7876  
（24時間365日受付） 

三鷹本社：三鷹市下連雀7-6-29-103 
大沢支店：三鷹市大沢4-10-11-102

  のもと祭典   ⇨検索

ラジオ体操会 
3・17・24・31 日㈰

9:00～9:15 
あそびとおしゃべりの会 
13日㈬　10:30～12:00 

包丁研ぎ 
13 日㈬

10:00 
〜 

11:30 
野菜即売 
お休み中

＊セラミック包丁は研げません。 
1本400円／実費／玄関前／厚生部会

歌 声 広 場 楽しく歌って明るく健康に！軽いストレッチをしてから皆さんの知っている懐かしい曲を歌います。 
歌集貸出し有り／市民／無料／直接おいでください／視聴覚室／文化部会

22日㈮ 
13:00～15:00

女性のための食事のエッセンス・健康とキレイを保つ食事の講話・試食付き・対象40～50代女性 
市民／16名／無料／事前に事務局窓口へ直接またはお電話で／会議室および料理講習室／奈良理香子先生／
健康づくり推進委員会

25日㈪ 
10:30～12:00

井口栄養料理教室 
特 別 講 座 

春の多摩湖お花見周回コース　桜や紅葉の名所として都民に親しまれる多摩湖をぐるっと周ります。 
雨天中止／武蔵境駅南口 JR入口前 9時 30 分集合出発／市民／交通費・昼食代・入場料等自己負担／自由参
加／健康づくり推進委員会

28日㈭ 
9:30～13:00頃

第 141 回　井口 
ウォーキング会 

子ども会に入りませんか？ 
小学１年生から６年生の児童大募集！ 

　新入生歓迎会・クリスマス会・地域 
の祭など、季節ごとに楽しいイベント
開催中！　 
　地域のお友だちと、子ども会ならで
はの体験・経験をしませんか？ 

〈対象〉 
◎深大寺北子ども会 
　深大寺１～３丁目、井口３丁目にお 
　住まいの児童（井口小学校通学区域） 

◎深大寺南子ども会 
　第二小学校通学区域にお住まいの児童 

※上記の住所にお住いの方は、他の小 
　学校に通っている方もお気軽にお問 
　い合わせください。 
　随時入会受付中！ 
　お気軽にご連絡くだ 
　さい。 
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